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研究成果の概要（和文）：本研究は日本人英語学習者のためのバーチャル・リアリティによるパブリックスピー
キング練習システムを開発し、その効果を検証したものである。バーチャルオーディエンスとして多人数シーン
と少人数シーンの２つのモードを実装し、アイコンタクトと適切な話速を体感的に練習し、緊張度を測定し、こ
れらについて自動フィードバックする機能を開発した。検証実験から有効性とユーザビリティについて高い評価
が得られた。

研究成果の概要（英文）：This study developed a virtual reality public speaking practice system for 
Japanese learners of English and verified its effectiveness. As virtual audience, we implemented two
 modes, large-group scenes and a small-group scene, and developed a function to let users practice 
eye contact and appropriate speaking speed experientially, and to measure the degree of nervousness,
 and automatically give feedback on these. High evaluations were obtained for effectiveness and 
usability from verification experiments.

研究分野： 応用言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
英語でのパブリックスピーキングスキルは、国際化が進む社会の中で強く求められているにも関わらず、一斉指
導の難しさや自己練習の難しさ、また定量的観点に基づく教材の不足など複数の要因によって、英語教育の中で
も習得や指導が難しいものである。本研究によって体感的な自己練習が可能なVR学習システムが開発されたこと
で、学校・大学における授業や自己練習など、さまざまな場面で教育に資すると期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 社会の背景と教育ニーズ 
近年、経済及び人材の流動性がかつてないほど高まっており、世界で活躍できる人材を養成す

ることが産学官で急務とされている(cf. 日本経団連, 2011)。多様な文化的背景や価値観を持つ
人々を相手に自分の考えを効果的に伝え、確実に意思疎通を行い信頼を得ることが出来るスキ
ルが求められており、特に実践的な力として英語スピーキング能力の向上が急務とされる。研究
代表者らが過去に実施した科研費研究における、グローバルビジネスパーソンを対象としたニ
ーズ分析の結果、日本人に関して一般的な英語スピーキング能力のみならず英語スピーチやプ
レゼンテーション等のパブリックスピーキング能力の改善が特に必要とされていることがわか
っている。 
 
(2) エビデンス・ベーストなパブリックスピーキング教材の不足 
パブリックスピーキングは代表的なソーシャルフォビアの一つであり効果的な指導が求めら

れているにも関わらず、教材作成者の主観的経験に基づく教科書等が多く、音声・映像・ストレ
スデータを定量的に分析した成果に基づく教材は希少であった。そこで研究代表者らは、科研
費・カワイサウンド財団研究助成等を受け、英語母語話者と日本人英語学習者を対象に、映像・
音声・テキスト・ストレス計測等から成る英語スピーチのマルチモーダルコーパスを作成し、効
果的な英語パブリックスピーキング指導に役立つ数値指標を抽出し国際誌等に発表してきた 
(Fuyuno et al., 2014; 2016)。研究成果として、英語母語話者・日本語母語話者の優れたスピーチパ
フォーマンスについて特徴的な無音区間の傾向、一定の時間間隔でのアイコンタクト等、科学的
分析による指標を蓄積している（図１）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 体感型練習の必要性と VR の利点を活かした教材開発 
またパブリックスピーキングは、スキルの知識を講義・演習等で指導したとしても、学習者に

よるオーセンティックな自己練習はオーディエンス人員の確保や場所の確保、自己評価の難し
さ等の各種要因から困難であった。一般的にスピーキングに関するスキルは体感練習の重要性
が指摘されており、英語スピーキングの教材はマルチメディア英会話教材・VR 英会話教材等の
自己学習環境開発研究が進んでいるが、パブリックスピーキングに関しては科学的根拠に基づ
く VR/AR 教材開発研究が世界的に見てもごく希少であった。そこで本研究においては、基礎研
究を基に具体的な数値指標を VR/AR コンテンツに組み込むことで、学習者がリアルタイムで適
切な話速やアイコンタクト等を体感しながらスピーチ練習できる、革新的な VR/AR 学習システ
ムを開発することを目的とした。 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、パブリックスピーキングによる『緊張・不安』という状態を分析し、緊張を改善

しつつ効果的なスピーチを行うための没入型学習システムの開発を行い、効果検証実験で用い
て教育効果を測ることを目的とした。従来の英語スピーチ教育研究で問題であった、体感練習教
材の不足および言語教育学・心理学・音声学・画像解析等が連携した科学的かつ学際的基礎研究
の不足を解決するため、異なる分野の専門家が協力し、話者のストレス計測と視聴者分析を基に
バーチャルオーディエンスを独自に開発した。また、音声解析・頭部動作解析・心拍変動解析等、
これまで実施してきた基礎研究の蓄積を基にしたパフォーマンス評価や動作指標提示により自
己学習できる環境を開発した。更に、学習者自身のスマートフォンを用いて AR 学習ができるア
プリケーションを併せて開発することにより、学習者がモバイル訓練できるシステムを作成し
た。 

 

◀ 図１：話者（左）（右）それぞれの映像データで 
  アイコンタクト動作を 2Dトラッキングした結果。 

高評価の話者（右）は安定した時間間隔と一定の
大きさの動作でアイコンタクトを取っていた 



 
３．研究の方法 
(1) バーチャル会場とバーチャルオーディエンスの開発 
感情の実験心理学を専門とする山田と応用言語学を専門とする冬野が共同で、パブリックス

ピーキングの話者に本番の環境に近い緊張感を与えるバーチャルオーディエンスについて実験
し、その成果を基に独自のバーチャルオーディエンスおよびバーチャル会場を 3DCG と実写映
像の双方で開発した。 
実験では複数のバーチャルオーディエンスを用意し、話者に模擬スピーチを行ってもらい話

者のストレス計測を行った（冬野・山田, 2016）。CG のオーディエンスでも話者の緊張感がバー
チャルオーディエンス無し条件よりも高まることを確認し、さらにオーディエンスの挙動につ
いて、先行研究で提案されていた挙動パターンの有効性が本実験でも示唆されたことから、これ
らに基づき VR システムに実装するオーディエンスのデザイン要件の詳細を決定した。 

 
(2) 自動指導および自動評価プログラムの開発 
申請者らがこれまでの研究で蓄積した、優れた英語母語話者・日本人英語学習者それぞれのス

ピーチパフォーマンス指標を基に、話速・音声ポーズの長さと頻度・心拍数・アイコンタクト動
作等の数値指標を、VR 学習システムの自動指標提示および自動スコアリングプログラム構築に
向けて最適化し、独自の自動指導および自動評価プログラムを開発した。 
 
(3) 没入型 VR によるパブリックスピーキング練習システムの開発 
開発したバーチャル会場およびバーチャルオーディエンスと、上記の自動指導および自動評

価プログラムを基に、ヘッドマウントディスプレイと各種センサを用いた VR パブリックスピー
キング学習システムを構築した（図２）。また、スマートフォン用の AR システムも構築した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．研究成果 
 
(1) 特許登録 
 2017 年に本研究で開発したパブリックスピーキング練習システムについて特許出願し、2022
年に特許査定となり登録を行った（特許 7066115）。 
 
(2) 検証実験 
 中高生の学習者 32 名を対象に、本システムの有効性を検証するための実験に協力をいただき、
システムを使って英語スピーチを実施してもらった。質問紙調査を行ったところ、練習効果、練
習の楽しさ（モチベーション）、ユーザビリティ、緊張感など複数の項目で５段階評価中 4 以上
の高評価を受けた。 更に、学習者を英語習熟度別に分類し、英語習熟度と練習効果の相関を分
析したところ、習熟度が高いグループも低いグループも練習効果を高く評価しており、有意差が
ないことが確認された。また、同様に、学習者をスピーチへの自信レベル別に分類し、自信の高
低と練習効果の相関を分析したところ、高いグループも低いグループも練習効果を高く評価し
ており、有意差がないことが確認された。つまり、英語習熟度が高い学習者やスピーチへの自信
度が比較的高い学習者からも、本システムは高い評価をされたことがわかった。 
 また、大学生の学習者 27 名を対象に本システムの有効性を検証するための実験に協力をいた
だき、システムを使って英語スピーチを実施してもらった。質問紙調査を行ったところ、練習効
果、練習の楽しさ（モチベーション）、ユーザビリティなど複数の項目で５段階評価中 3.88 以上
の評価を受けた。 
 
(3) 総括 
研究の目的とした、エビデンス・ベーストな没入型 VR パブリックスピーキング練習システム

を開発し、学習者が使用可能なレベルで実装することができた。また、学習者による効果検証実
験では、練習効果とユーザビリティが共に一定以上の評価を受けた。 

◀ 図２：HMD を装着して VR学習システムを使用中 
のユーザー（右）と、稼働中のシステム（左）。 
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